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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成20年7月3日(2008.7.3)

【公開番号】特開2002-140164(P2002-140164A)
【公開日】平成14年5月17日(2002.5.17)
【出願番号】特願2001-154284(P2001-154284)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/041    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   3/033   ３５０Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月20日(2008.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　指示具からの光を座標入力面に照射して光スポットを生成し、前記光
スポットに対応した座標を生成する座標入力装置であって、
　指示具からの照射により座標入力面に生成された光スポットを検出する検出手段と、
　少なくとも３個所の既知の第１乃至第３の位置における光スポットによる前記検出手段
の出力情報を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された第１乃至第３の位置における出力情報の内、少なくとも２つ
を用いて、前記座標入力面に生成された光スポットの座標値を演算する演算手段と
　を備えることを特徴とする座標入力装置。
　　【請求項２】　前記演算手段は、前記第１及び第２の位置における出力情報を用いて
、前記座標入力面に生成された光スポットの座標値を演算する第１の演算と、前記第１の
演算結果に対して前記第３の位置における出力情報を用いて前記座標入力面に生成された
光スポットの座標値の補正演算を行う第２の演算とを実行する
　ことを特徴とする請求項１に記載の座標入力装置。
　　【請求項３】　前記第１の演算結果に基づいて、前記第２の演算の実行の有無を判定
する判定手段を
　更に備えることを特徴とする請求項２に記載の座標入力装置。
　　【請求項４】　前記第３の位置は、前記座標入力面の座標入力有効エリアの４隅部の
少なくとも１つである
　ことを特徴とする請求項１に記載の座標入力装置。
　　【請求項５】　前記検出手段は、感光部がＸ軸方向に直線状に配列されたＸ軸用セン
サと、感光部がＹ軸方向に直線状に配列されたＹ軸用センサとからなり、前記Ｘ軸用セン
サにはＹ軸方向に軸を有する円柱状レンズを介して光スポットの光が結像され、前記Ｙ軸
用センサにはＸ軸方向に軸を有する円柱状レンズを介して光スポットの光が結像され、
　前記第３の位置は、前記座標入力面の座標入力有効エリア内において、前記円柱状レン
ズに入射するその位置からの光線と、前記検出手段の前記感光部の垂線との間の角度が最
大となる位置に設定される
　ことを特徴とする請求項１に記載の座標入力装置。
　　【請求項６】　指示具からの光を座標入力面に照射して光スポットを生成し、前記光
スポットに対応した座標を生成する座標入力装置の制御方法であって、
　指示具からの照射により座標入力面に生成された光スポットを検出する検出工程と、
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少なくとも３個所の既知の第１乃至第３の位置における光スポットによる前記検出工程の
出力情報の内、少なくとも２つを用いて、前記座標入力面に生成された光スポットの座標
値を演算する演算工程と
　を備えることを特徴とする座標入力装置の制御方法。
　　【請求項７】　前記演算工程は、前記第１及び第２の位置における出力情報を用いて
、前記座標入力面に生成された光スポットの座標値を演算する第１の演算と、前記第１の
演算結果に対して前記第３の位置における出力情報を用いて前記座標入力面に生成された
光スポットの座標値の補正演算を行う第２の演算とを実行する
　ことを特徴とする請求項６に記載の座標入力装置の制御方法。
　　【請求項８】　前記第１の演算結果に基づいて、前記第２の演算の実行の有無を判定
する判定工程を更に備える
　ことを特徴とする請求項７に記載の座標入力装置の制御方法。
　　【請求項９】　指示具からの光を座標入力面に照射して光スポットを生成し、前記光
スポットに対応した座標を生成する手順をコンピュータに実行させるためのプログラムで
あって、
　指示具からの照射により座標入力面に生成された光スポットを検出する検出手順と、
　少なくとも３個所の既知の第１乃至第３の位置における光スポットによる前記検出手順
の出力情報の内、少なくとも２つを用いて、前記座標入力面に生成された光スポットの座
標値を演算する演算手順と
　をコンピュータに実行させるためのプログラム。
　　【請求項１０】　前記演算手順は、前記第１及び第２の位置における出力情報を用い
て、前記座標入力面に生成された光スポットの座標値を演算する第１の演算と、前記第１
の演算結果に対して前記第３の位置における出力情報を用いて前記座標入力面に生成され
た光スポットの座標値の補正演算を行う第２の演算とを実行する
　ことを特徴とする請求項９に記載のプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　　【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するための本発明による座標入力装置は以下の構成を備える。即ち、
　指示具からの光を座標入力面に照射して光スポットを生成し、前記光スポットに対応し
た座標を生成する座標入力装置であって、
　指示具からの照射により座標入力面に生成された光スポットを検出する検出手段と、
　少なくとも３個所の既知の第１乃至第３の位置における光スポットによる前記検出手段
の出力情報を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された第１乃至第３の位置における出力情報の内、少なくとも２つ
を用いて、前記座標入力面に生成された光スポットの座標値を演算する演算手段と
　を備える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　また、好ましくは、前記演算手段は、前記第１及び第２の位置における出力情報を用い
て、前記座標入力面に生成された光スポットの座標値を演算する第１の演算と、前記第１
の演算結果に対して前記第３の位置における出力情報を用いて前記座標入力面に生成され
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た光スポットの座標値の補正演算を行う第２の演算とを実行する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　また、好ましくは、前記検出手段は、感光部がＸ軸方向に直線状に配列されたＸ軸用セ
ンサと、感光部がＹ軸方向に直線状に配列されたＹ軸用センサとからなり、前記Ｘ軸用セ
ンサにはＹ軸方向に軸を有する円柱状レンズを介して光スポットの光が結像され、前記Ｙ
軸用センサにはＸ軸方向に軸を有する円柱状レンズを介して光スポットの光が結像され、
　前記第３の位置は、前記座標入力面の座標入力有効エリア内において、前記円柱状レン
ズに入射するその位置からの光線と、前記検出手段の前記感光部の垂線との間の角度が最
大となる位置に設定される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　上記の目的を達成するための本発明による座標入力装置の制御方法は以下の構成を備え
る。即ち、
　指示具からの光を座標入力面に照射して光スポットを生成し、前記光スポットに対応し
た座標を生成する座標入力装置の制御方法であって、
　指示具からの照射により座標入力面に生成された光スポットを検出する検出工程と、
少なくとも３個所の既知の第１乃至第３の位置における光スポットによる前記検出工程の
出力情報の内、少なくとも２つを用いて、前記座標入力面に生成された光スポットの座標
値を演算する演算工程と
　を備える。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　上記の目的を達成するための本発明によるプログラムは以下の構成を備える。即ち、
　指示具からの光を座標入力面に照射して光スポットを生成し、前記光スポットに対応し
た座標を生成する手順をコンピュータに実行させるためのプログラムであって、
　指示具からの照射により座標入力面に生成された光スポットを検出する検出手順と、
　少なくとも３個所の既知の第１乃至第３の位置における光スポットによる前記検出手順
の出力情報の内、少なくとも２つを用いて、前記座標入力面に生成された光スポットの座
標値を演算する演算手順と
　をコンピュータに実行させるためのプログラム。
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